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家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止

消
火
器
な
ど
の
備
え

非
常
持
出
品
の
準
備

火
災
を
防
ぐ

家
族
の
安
否
の
確
認
方
法

家
族
の
防
災
会
議

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を

は
る
か
に
超
え
た
巨
大
な
地
震
・
津

波
が
発
生
し
、
一
度
の
災
害
で
戦
後

最
大
の
人
命
が
失
わ
れ
膨
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
は
地
震
が
少
な
く
比
較
的

安
全
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
３
月
に
福
岡
西
方
沖
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
地
震
を
も
た
ら
す

活
断
層
が
県
内
に
複
数
確
認
さ
れ
、

糟
屋
郡
内
に
も
存
在
し
ま
す
。
決
し

て
安
全
で
は
な
い
の
で
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
あ
わ
て
ず
適
切
な
行
動
を
と
る

こ
と
や
、
日
頃
か
ら
の
地
震
に
対
す

る
備
え
が
重
要
で
す
。

　

1
月
17
日
は
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。
地
震
が
発
生

し
た
と
き
の
こ
と
を
家
族
で
話
し
合

い
、
非
常
持
出
品
を
備
え
る
ほ
か
、

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
を
講

じ
た
り
、
家
族
の
安
否
の
確
認
方
法

1
月
15
日
か
ら
1
月
21
日
ま
で

『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
』
で
す

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

を
決
め
て
お
く
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

地
震
の
と
き
、
家
族
が
あ
わ
て
ず

に
行
動
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

◇
救
急
医
療
品
や
火
気
な
ど
の
点
検

◇
幼
児
や
老
人
の
避
難
は
誰
が
責
任

を
も
つ
か

◇
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
に
あ

る
か

◇
避
難
す
る
時
、
誰
が
何
を
持
ち
出

す
か
、
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置

く
か

◇
家
族
間
の
連
絡
方
法
と
最
終
的
に

お
ち
合
う
場
所
は
ど
こ
に
す
る
か

◇
昼
の
場
合
、
夜
の
場
合
の
家
族
み

ん
な
の
分
担
を
は
っ
き
り
決
め
て

お
く

　

地
震
時
に
は
、
建
物
が
無
事
で
も

家
具
が
転
倒
す
る
と
、
そ
の
下
敷
き

に
な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
室
内
が

散
乱
状
態
の
た
め
に
避
難
が
遅
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
具
な

ど
は
で
き
る
だ
け
建
物
本
体
に
、
安

全
に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
消
火

器
や
消
火
用
水
の
ほ
か
、
消
火
に
役

立
つ
も
の
を
普
段
か
ら
用
意
し
、
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
◇
非
常
持
出
品
は
最
小
限
に
お
さ
え

ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
物
は
、
い

っ
た
ん
避
難
し
て
か
ら
安
全
が
確

認
で
き
れ
ば
ま
た
取
り
に
戻
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ま
た
負
傷
し
た

時
に
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に

救
急
用
品
も
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◇
非
常
持
出
袋
な
ど
は
、
い
つ
で
も

持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お
ま

し
ょ
う
。

■
備
え
て
お
き
た
い
非
常
持
出
品

　

・
現
金

　

・
通
帳
な
ど（
免
許
証
、
健
康
保

　

険
証
の
コ
ピ
ー
も
）　

　

・
非
常
食
品（
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
ま
す
）

　

・
水（
1
日
分
一
人
３
リ
ッ
ト
ル

　

を
目
安
）

　

・
救
急
用
品　

・
衣
類

　

・
生
活
用
品　

・
携
帯
ラ
ジ
オ

　

・
懐
中
電
灯

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
は「
耐
震
自
動
消

火
装
置
付
」
の
も
の
、
ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
は「
転
倒
時
ガ
ス
遮
断
装
置

付
」
の
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ
周
辺
の
棚
な
ど
に
載

せ
て
あ
る
物
が
落
ち
て
こ
な
い
よ

①
ま
ず
身
の
安
全
を

②
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
火
の
始
末

③
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保

④
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
火

⑤
室
内
の
ガ
ラ
ス
片
に
気
を
つ
け
る

⑥
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

⑦
隣
り
近
所
で
声
を
か
け
合
う

⑧
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近

づ
か
な
い

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

⑩
正
し
い
情
報
を
聞
く

地
震
!!
イ
ザ
と
い
う

と
き
に
備
え
て

地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
10
ポ
イ
ン
ト

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
地
震
時
に
お
ち
合
う
場
所
を
あ
ら

か
じ
め
定
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
地
震
時
に
安
否
情
報
の
取
次
ぎ
を

し
て
も
ら
え
る
親
戚
、
知
人
な
ど

（
遠
方
に
住
ん
で
い
る
人
で
あ
る

こ
と
が
必
要
）
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

☆九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰

　・坂口 壽夫　　・和田　 均
☆全日本交通安全協会長表彰　「緑十字銅章」

　・阿部 繁雄

粕屋町から受賞された方々は、次のとおりです。（敬称略）

　平成23年11月１５日（火）に、「第27回福岡県交通安全県民大会」が、福岡市博多区の福岡国際
会議場で開催されました。九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰や全日本交通安全協
会長表彰「緑十字銅章」を町内で３名の方が、受賞されています。

　粕屋町は、
　　☆　福岡県交通安全推進市区町村表彰　（優秀賞）
　　☆　シルバーセーフティコンクール表彰　（広報啓発活動特別賞）
の２賞を受賞しました。
　粕屋地区（１市７町）交通安全協会は、
　　☆　福岡県警察本部長・福岡県交通安全協会連盟表彰   （優良交通安全協会賞）
を受賞しています。

　車を運転中の高齢者が、歩行中の高齢者を死亡させる事故も増加しています。
　交通死亡事故の約半数が高齢者です
　自宅付近で夜間における高齢者の死亡事故が多いので、ドライバーから見えやすい明るい色の
服を着用したり、反射シールや反射タスキなどの反射材を利用して交通事故に遭わないよ
うにしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    本年も地域の方たちやボランティア団体の方々と共に、「事件事故のない安全安心のまち
づくり」に取り組んでいきましょう。
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「
夷
守
駅
」
と
「
鹿
乃
濱
邊
」

　

前
回
は
、
奈
良
時
代
に
存
在
し
た
夷
守
駅

で
別
れ
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
話
（
９
月
号
参

照
）
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
和

歌
の
な
か
に
隠
さ
れ
た
秘
密
に
迫
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
駅
」
と
は
、
馬
を
常
駐
さ
せ
て
役
人
の

移
動
に
利
用
し
た
奈
良
時
代
の
施
設
で
す
。

そ
こ
で
催
さ
れ
た
別
れ
の
席
で
詠
ま
れ
た
和

歌
が
、「
草
枕　

羈
行
君
乎　

愛
見　

副
而

曽
来
四
鹿
乃
濱
邊
乎
」（
草
枕　

旅
行
く
君

を
愛
し
み
副
ひ
て
ぞ
来
し　

志
賀
の
浜
辺
を

／
旅
立
っ
て
行
く
あ
な
た
と
別
れ
る
の
が
つ

ら
く
て
一
緒
に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
志
賀

の
浜
辺
ま
で
）
で
す
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
夷
守
駅
」
と

「
鹿
乃
濱
邊
」
で
す
。
こ
の
和
歌
が
夷
守
駅

で
詠
ま
れ
た
こ
と
は
確
実
で
す
の
で
、
夷
守

駅
は
浜
辺
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

夷
守
駅
の
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
席
内
駅
（
古
賀
市
）
と
美
野
駅
（
福
岡

市
）
の
間
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
粕

屋
町
の
日
守
付
近
（
乙
仲
原
）
が
有
力
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
守
付
近
は
海

岸
に
近
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
す
。

現
在
は
陸
地
が
続
い
て
い
る
の
で
想
像
し
に

く
い
で
す
が
、
地
質
調
査
な
ど
か
ら
、
須
恵

川
と
宇
美
川
が
合
流
す
る
付
近
（
福
岡
市
東

区
か
ら
粕
屋
町
に
か
け
て
）
は
、
古
代
に
お

い
て
現
在
よ
り
も
海
が
陸
地
側
に
入
り
込
ん

で
湾
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て

い
て
、
日
守
に
浜
辺
が
あ
っ
た
と
し
て
も
矛

盾
し
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
、「
鹿
」
で
す
。

こ
れ
は
万
葉
仮
名
な
の
で
、
漢
字
の
表
記
に

は
特
別
な
意
味
は
な
く
、
読
み
の
音
で
あ
る

「
シ
カ
」
が
重
要
で
す
。
こ
の
「
シ
カ
」
は
地

名
で
す
が
、「
シ
カ
」
で
浜
辺
が
あ
る
場
所

と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
志
賀
島
が
思
い
浮
か

ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
右
下
の
地
図
で
も
分
か
る
と

お
り
、
志
賀
島
に
夷
守
駅
は
な
い
の
で
す
。

都
に
戻
る
役
人
の
別
れ
の
席
で
す
か
ら
、
古

代
の
道
路
沿
い
に
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

「
シ
カ
」
は
志
賀
島
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

　

日
守
か
ら
ほ
ど
近
い
、
須
恵
川
沿
い
に
あ

る
志
賀
神
社
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
志
賀

神
社
の
創
建
年
代
は
不
明
で
す
が
、
海
の
神

様
を
祀
っ
た
神
社
で
、
志
賀
島
の
志
賀
海
神

社
と
の
関
係
も
深
く
、
古
く
は
両
社
の
交
流

も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
シ
カ
」
の
浜
辺
に
位
置
す
る
夷
守
駅
と
、

日
守
の
近
く
に
あ
っ
て
海
と
の
関
係
が
深
い

志
賀
神
社
。
こ
の
二
つ
が
興
味
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
す
。
た
っ
た
18
語
の
和
歌
で

す
が
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
歴
史
は
何
万
語
に

も
匹
敵
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

『
小
・
中
学
生
の
た
め
の
粕
屋
町
の
歴
史
』

●
問
合
せ　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館

　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

ひ
な
も
り

　
　
　
　
　
　
　

 

く
さ
ま
く
ら　

    

た
び 

ゆ
く 

き
み 

を　
　

  

い
つ
く
し
み　
　

た
ぐ
ひ
て

　

ぞ　

こ　

し　

し
か 

の　

は
ま
べ　

 

を

　
　
　

     

む
し
ろ
う
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

み　

 

の

　
　
　

し　

か

大宰府

鴻臚館

夷守駅美野駅

久爾駅
石瀬駅

額田駅比菩駅

深江駅

佐尉駅

席内駅

津日駅

長丘駅

つ ひ

むしろうち

ひなもり

み の

く に

ながおか

だざいふ

いわせ

こうろかん

ぬかた
ひ ぼ

ふかえ

さ い

訪
探
史
歴
や
す
か

第
【

24

】
話

第
【

24

】
話

葉
万

道
後編

駅（■）の場所は推定です。
図示した駅のうち場所が確定しているものはありません。

【古代の道路】

12
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No.139

毎月23日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して
読書に親しむ習慣づくりをしましょう。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図書館で企画されたコーナーです。

館内整理日

年始休館 年始休館 年始休館年始休館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

１ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14
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振替休館日

雑学セミナーのお知らせ

『雨に唄えば』1952年/アメリカ/103分

☆あかちゃん向けおはなし会
　第1・第3金曜日 11:00～／ 11:30～
　1月6日・20日
☆ちいさい子向けおはなし会
　第2・第4金曜日 11:00～／ 11:30～
　1月13日・27日
☆おおきい子向けおはなし会
　毎週土曜日　11:00～
　1月7日・14日・21日・28日
☆小学生向けおはなし会
　第3日曜日　15:00～
　1月15日

●日時　1月14日(土) 14:00～15:45
●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

謹んで初春のお祝いを申し上げます。
旧年中は図書館をご利用いただきありがとうございました。
今後もみなさまに親しまれる図書館をめざして努力してまいり
ますので、何卒変わらぬご利用を心からお願い申し上げます。

ふゆのこどもシネマふゆのこどもシネマ

今月のおはなし会今月のおはなし会

※年齢にかかわらずどちらの作品にも参加できます。
※申込み不要、入場無料です。

《ちいさい子向け》11:00～(約30分)
　　　　『十二支のおはなし』ほか
《小学生向け》　　14:00～(約100分)
　　　　『バグズライフ』

1月22日(日)　
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室

1月15日(日) 14:00～15:30

●場所　粕屋町立図書館１階 おはなしのへや

監　督　ジーン・ケリー
　　　　スタンリー・ドーネン
出　演　ジーン・ケリー
　　　　デビー・レイノルズほか

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事
及び駐車場利用についてのお知らせ

　集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フォーラ
ム駐車場に雨水調整池の設置工事を行っています。工事に伴
い出入口の変更や工事の作業音発生などご不便ご迷惑をおか
けいたしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
※工事期間中は粕屋フォーラム駐車場の利用可能台数が通常
の三分の一程度（46台）となっております。できるだけ公共の
交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。

●工事期間　平成24年3月15日（予定）まで

『絵本の向こうの子どもたち』
　講師　宮本 共子 氏（粕屋町読書ボランティア代表）
●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
●定員　50名
※申込み不要・入場無料です。お気軽にご参加ください

修理ボランティア養成講座のお知らせ
　簡単な製本方法と資料の修理技術を習得しません
か？初級コースでは、本の仕組みを知るために平綴
じ絵本を作ります。中級コースでは、実際に図書館
の資料を修理しながら修理方法を習得します。
　初級コース　1月11日(水)・1月18日(水)
　中級コース　1月25日(水)・2月1日(水)
　　　　●時間　各回　13:30～16:00
　　　　●参加費　600円程度(材料費として)
講師は稲光 勇雄氏、定員は各コース10名までです。
お申込みは12月20日(火)から受付開始です。図書
館のカウンターもしくはお電話での受付となります。
定員になり次第受付は終了いたします。



14このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

新年明けましておめでとうございます
　 本年もかすやドームをよろしくお願いいたします

★施設利用料(2時間）
・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

かすやドームで企画
されたコーナーです。

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）
 http://www.kasuyadome-sc.jp

■体育館　平日 １０：００～２２：００
　　　　　土・日・祝日 　９：００～２１：００
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　土・日・祝日 １０：００～１９：３０

営業時間

トレーニング室 １月スタートの期間限定教室１月スタートの期間限定教室

・25ｍ×７レーン（屋内温水プール）
・水温30℃　室温31℃プールアリーナ

エクササイズスタジオ(軽体操室)

トレーニング室は高校生から利用できます。
はじめてのご利用には初回講習会の受講が
必要となります。これからの時期は暖かい
室内でのトレーニングがおススメです。

１月からスタジオレッスンがリニューアルします。
・お仕事帰りにリフレッシュ
　○「はじめてのヨガ」（トレーニング室利用料＋300円）
　　　毎週水曜日　18:40～（40分）
・とにかく楽しく体を動かしたい
　○「ダンスエアロ」（トレーニング室利用料＋400円）
　　　毎週金曜日　14:00～（60分）
・トレーニングで身体を引き締めよう
　○「シェイプアップトレーニング」（トレーニング室利用料＋200円）
　　　毎週金曜日　18:50～（30分）
・祝日営業時にもレッスン開催
　○「ウォーキングエアロ」（トレーニング室利用料＋300円）
　　　1月9日（祝月）　11:00～（40分）
・1月、2月限定の週替りレッスン
　○毎週水曜日　14:00～ 及び ○毎週金曜日　19:30～
　　開催レッスン  （各40分　トレーニング室利用料＋300円）
　　「シェイプアップステップ」　「サーキットエアロ」
　　「ウォーキングエアロ」　　 「エアロビクス」

●「はじめての駕与丁公園ランニング」　対象：大人
　開催：1月20日（金）～3月9日（金）　全8回
　　　  毎週金曜日　13:30～15:00（90分）
　料金：8,000円（申込時支払）　申込受付中　
全8回でランニングの基礎から学べます。一人で
はなかなか続けられない方、ランニング仲間を
作りたい方にもおすすめ。

●「こどもランニング教室」　対象：小学1～3年生
　開催：1月14日（土）～3月10日（土）　全8回
　　　  毎週土曜日　9:30～10:40（70分）
　料金：5,000円（申込時支払）　申込受付中　
走り方の基本を身に付け、より速く走れる様に
指導します。
ランニングを通し、運動神経の発達や体力アッ
プも図ります。

現在開催中のブラジリアン柔術の体験会を開催します。
柔術は身を守る力を養う格闘技で以下の特徴があります。

・取っ組み合い中心で体幹が強くなる
・殴る、蹴るなどの打撃技がない
・礼儀を重んじ心と体を鍛えます

●日時　1月21日（土）
 　　　  13:30～14:30
●場所　かすやドーム武道場
●対象　小学生
●申込　1月6日（金）より受付開始
●料金　200円（申込時支払）

スタジオレッスンは高校生以上から
参加できます。施設利用料＋200～
400円で受講できます。
ヨガ、ピラティス、エアロビクスなど、
楽しく運動ができるレッスンを多数
開催しています。

こどもスポーツ 「柔術」体験会 開催こどもスポーツ 「柔術」体験会 開催

プールレッスンもリニューアルして開催。　対象：大人
・ヨガで心も体もリフレッシュ
　○プールサイド・ヨガ＆ストレッチ（プール利用料＋300円）
　　　毎週木曜日　13:00～（40分）
　　暖かいプールサイドでヨガをやってみませんか。
　　プールでは唯一水着でなくても参加できるレッスンです。

・アクアビクスで楽しみながら水中運動
　○はじめてのアクア（プール利用料＋300円）
　　　毎週火曜日　11:30～（30分）
　○ベーシックアクア（プール利用料＋400円）
　　　毎週水曜日　13:00～（40分）
　○シェイプアップアクア（プール利用料＋400円）
　　　毎週金曜日　13:30～（40分）　
　　　毎週土曜日　11:30～（40分）　

かすやドームのプールは温水プール（水温
約30℃）で、メインの25ｍプールは７コ
ースあり、歩行専用コースや自由遊泳コー
スなどがあります。
体を温めるためのジェットプール（約38
℃）や採暖室（約60～70℃）など快適にご
利用できます。

★ほかにも、さまざまなレッスンがあります。
　詳しくは館内チラシ・お電話などでご確認ください。

★水中運動で血行促進・心肺機能向上に役立てましょう

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00

 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

トレーニング室講習会開催時間（毎日4回実施）

トレーニングマシンの効果的な使い方やストレッチ方法なども指導します。

●年始の営業についてのおしらせ
　1/5（木）朝１０時より全館通常営業いたします。
　 体育館　トレーニング室　プール　スタジオレッスンなど。
●今年から健康づくりをはじめませんか
　子どもからご年配の方まで楽しく体を動かせます。
●お得な定期券もあります（プール・トレーニング室）
　定期券で時間を気にせずご利用できます。
　町内の方はさらにお得です。

講習会受講には、
室内用シューズと
トレーニングウェ
アが必要です。

こどもスポーツ
　「ブラジリアン柔術」
毎週金曜日　17:30～19:00
月極制（月4回の場合3,000円）


